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第６次 御代田町長期振興計画　概要版

▶ごあいさつ

このたび、令和８年度（2026年度）からの 10年間を計画期間とする「第６次御代田町
長期振興計画」を策定しました。
本町は、人口減少社会の中にあっても、多くの皆さまから選ばれ、安定した人口増加を

続けています。しかし、その歩みを確かな未来へつなぐためには、やがて訪れる人口減少局面を見据え、今から着
実に備えることが不可欠です。
加えて近年、少子高齢化やデジタル化、ライフスタイルの多様化、さらには気候変動に伴う災害の激甚化など、

私たちを取り巻く環境は大きく変化しています。このような時代の中で、先人の皆さまが築き上げた貴重な財産を
守りながら、誰もが活躍でき、安心して住み続けられるまちづくりを進めていくことが求められています。
そこで、本町では、新たな第６次長期振興計画のまちの将来像を「未来へつなぐ　サステナブルタウン　御代田」

と掲げました。この将来像には、地域の想いを次世代へ引き継ぎ、本町の強みを生かして、環境・経済・社会の調
和が取れた持続可能なまちを築くという決意を込めています。
本計画は、町の最上位計画として、防災や福祉、教育、交通インフラの整備など、多岐にわたる分野での取り組

みを網羅し、未来に向けた持続可能な基盤づくりを進めるための重要な施策を盛り込んでいます。
今後、この計画を着実に推進し、まちの将来像を実現するため、町民や企業、団体など多様な主体の皆さまと本

計画を共有し、共に歩んでまいります。
結びに、本計画の策定に当たり、ご尽力いただきました長期振興計画審議会の皆さま、町議会議員の皆さま、町

民ワークショップやアンケートを通じて貴重なご意見、ご提案をお寄せいただいた皆さまに、深く感謝申し上げま
す。
今後も、御代田町のさらなる発展のため、変わらぬご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

令和８年３月
� 御代田町長　小園　拓志

長期振興計画って何だろう？

▶ 御代田町がこれからの 10 年間で目指すまちの将来像と
その実現に向けた取組をまとめたとても大切な計画です。

● ‌�本町には、子育て、教育、福祉、防災、環境、産業などさまざまな分野の計画があります。長期振興計画
はそれらすべての基本となる最も重要な計画です。

● ‌�長期振興計画は、町民・地域・行政が目指す方向を共有しながら、協働による持続可能なまちづくりを推
進していくための土台となる計画です。

● ‌�第６次御代田町長期振興計画は、令和８年度から 10年間の計画として、まちが目指す将来像や基本目標
を示しています。

● ‌�将来像にむけて取り組む各事業の進み具合の管理や評価の基準となります。

▶ 町民や地域の方々と一緒につくった計画です。
長期振興計画は、町民アンケートやワークショップ等を実施し、多くの町民や御代田町に関係する方々に意
見を聴いてつくられました。

町民アンケート（一般） 　 中学生アンケート

まちづくりワークショップ（一般・中学生・団体関係者・町若手職員）

長期振興計画審議会 　 パブリックコメント

第 6 次御代田町長期振興計画
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計画の構成と期間

※‌�総合戦略は人口減少対策に限定した施策・事業をまとめたもので、2026年度～ 2030年度の５年間を計画期間とします。

人口推計
　本町の人口は、昭和 35年 (1960 年）以降、着実に人口増加を維持してきましたが、全国的な少子高齢化
の影響は本町にも及び、最新の推計では令和 17年 (2035 年）ごろをピークに減少に転じる見通しです。　
　これまでの「人口増加を前提としたまちづくり」から、社会の変化に対応しながら、今後の人口減少社会を
見据えた「持続可能なまちづくり」への転換が求められています。

社会の変化

（備考）1. 国配布ワークシート（国勢調査ベース）、人口動態保健所・市区町村別推計より作成。
　　　 2. ‌�令和７年（2025年）の値は国勢調査の結果に毎月の移動数を加味した値であり、�住民基本台帳人口とは乖離がある。

（住民基本台帳人口の方が 333人多い）

町の特性や町民の意識と期待、時代変化の方向等を総合的に勘案し、目指す将来像と、それを実現するための基本目標
及び基本施策の方針等を示したものです。

基 本 構 想
【期間】10年間（2026年度～ 2035年度）

基本計画で示された分野ごとの施策に紐づく事務事業を掲載します。
３年間のローリング方式で進捗確認を行います。

実 施 計 画
【期間】毎年見直し　３年間ローリング方式

基本構想に基づき、今後推進すべき主要施策を行政の各分野にわたって体系的に示したものです。また、基本計画の分
野ごとに今後５年間で目指すべき成果指標を定めています。

基 本 計 画
【期間】前期５年間（2026年度～ 2030年度）　【期間】後期５年間（2031年度～ 2035年度）

総合戦略
人口減少対策として、まち・ひと・
しごと創生法に基づき作成
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第６次御代田町長期振興計画　まちの将来像

未来へつなぐ　
� サステナブルタウン　御代田 
本町が今後も持続可能なまちであり続けるために、人口構成の多様化、地球環
境の変動、社会経済の急速な変化といった課題に的確に対応しながら、町民一人
ひとりが安心して暮らし続けられる地域づくりを目指します。
「未来へつなぐ」は地域の人々の想いを次世代へ引き継ぐ継承性を、「サステナ
ブルタウン」は環境・経済・社会のバランスが取れた持続可能なまちの実現をそ
れぞれ表現しています。本町の強みを活かしながら、誰もが活躍できる、安心し
て住み続けられるまちを目指す姿勢を将来像に込めています。
� ※サステナブル：「持続可能な」

まちづくりの理念

今後 10年間、本町を次世代につなげていくため、次の 3つをすべての施策の共通理念とし
て位置づけます。

理念１．

多様性を
認め合う
共生のまち

理念２．

変化に強く、
心地よく

暮らせるまち

理念３．

帰って
きたくなる
まち

本町の強みである「移住者の受
け入れ力」や「地の人との融
和」を活かし、価値観の多様化
を前提に、分断を生まない共通
の価値観づくりと互いを尊重す
る地域文化の醸成を核としたま
ちづくりを推進します。

災害に強く、気候変動に適応
し、誰もが快適に暮らせるイン
フラや生活環境を構築していき
ます。

本町の将来人口維持と地域循環
の核となる「Uターン促進」
「地元企業との接点強化」を通
じて、生活と仕事が調和し、人
が根付くまちの形成を目指しま
す。
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まちの将来像を実現するための取り組み
本計画では、町として初めて重点プロジェクトを設定し、前期５年間（令和８年度〜令和 12
年度）に特に優先度の高い４つの課題へ全庁一体となり、分野を超えて取り組みます。あわせて、
将来像「未来へつなぐ サステナブルタウン 御代田」の実現に向けた６つの基本目標（６頁〜
７頁）をもとに、各分野の施策を体系的に位置づけ、持続可能なまちづくりを推進します。

分野横断の重点プロジェクト

猛暑・気候変動ＰＪ
猛暑や気候変動によるリスクに対応するため、暑さ対策や災害への備えを強化します。
学校や公共施設への冷房整備、熱中症対策装備の支援、啓発活動の推進などを通じて、
安全・快適な生活環境を整えます。省エネや再生可能エネルギーの導入、低炭素燃料の
活用等もあわせて進め、環境への負荷軽減を図っていきます。

過疎対策ＰＪ
人口減少や高齢化が進む中で、移住定住の促進や地域資源の活用により、地域の活力
向上を目指します。空き家の活用や移住者支援、新規就農者の確保、耕作放棄地の利活
用などを進めるほか、高齢者の利便性向上を意識した施策も展開していきます。

帰ってきたくなるＰＪ
若者が将来、御代田町に戻って暮らしたいと思えるようなまちづくりを推進します。
地元イベントへの参加促進、保育や文化活動の充実を図ることで、郷土愛を育み、Uター
ン・I ターン・Jターンを促す基盤を整えていきます。

新体育館建設 ＰＪ
町民の健康づくりと地域交流の拠点となる新体育館の整備を進めます。子どもから高
齢者まで多世代が利用できるよう、バリアフリー設計や冷暖房完備など快適性に配慮し
ます。スポーツだけでなく、防災機能も兼ね備えた、学びや子育て支援の場としても活
用できる多機能な施設を目指します。
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　　　まちの将来像を実現するために、　　６つの基本目標を設定し取り組みます。
基本目標

１ 　安心・安全な暮らしのまち
　すべての町民が日々の暮らしの中で安心を感じられるよう、防災・減災
体制の強化や安全なインフラ整備に取り組みます。多様化する災害リスク
や生活課題に対応し、強くしなやかな地域社会を築きます。

施 策
1-1　計画的な土地利用の推進
1-2　道路等の整備の推進
1-3　上下水道の安定供給と安定経営

1-4　防災・減災対策の推進
1-5　防犯・交通安全対策の推進

基本目標

２ 　次世代を育む教育と文化のまち
　子どもたちが郷土に愛着を持ち、健やかに成長していくための教育環境
を整えると共に、生涯にわたる学びの機会と文化に触れる場を充実させま
す。地域とのつながりを大切にし、次世代を担う人材の育成を推進します。

施 策
2-1　保育・幼児教育の充実
2-2　義務教育の振興
2-3　生涯を通じた学びの創出

2-4　生涯スポーツの推進
2-5　文化・芸術活動の支援

基本目標

３ 　活力ある地域経済と働く環境のまち
　地域経済の持続的な成長を支えるため、農業・商工業・観光などの振興
と共に、多様な働き方に対応した就業環境の整備を進めます。地元で働き、
暮らし続けられるまちを目指し、人と企業が共に活きる基盤をつくります。

施 策
3-1　競争力のある農業の振興
3-2　魅力ある商業の振興

3-3　企業の育成と誘致の推進
3-4　観光等の地域資源の活用

6



第６次 御代田町長期振興計画　概要版

　　　まちの将来像を実現するために、　　６つの基本目標を設定し取り組みます。
基本目標

４ 　快適で環境にやさしいまち
　自然環境と調和した快適な暮らしを実現するため、美しい景観と機能的な都
市基盤の整備を進め、環境にやさしい生活様式を支援します。気候変動や猛暑
などの新たな課題にも対応し、持続可能な暮らしの環境を整えていきます。

施 策
4-1　景観形成と森林・環境保全の推進
4-2　‌�住宅・空き家・公園・緑地の環境整備 

4-3　公共交通の充実
4-4　脱炭素と循環型ライフスタイルの推進

基本目標

５ 　共に支え合い築くまち
　世代や立場を超えて支え合える地域社会の実現に向けて、地域で支え合
える医療・福祉社会を構築していきます。こどもも高齢者も障がい者も、
誰もが平等で生きがいを持って生活できるような環境を整備します。

施 策
5-1　子育て支援の充実
5-2　健康づくりの推進
5-3　地域福祉の推進

5-4　高齢者福祉・介護保険事業の推進
5-5　障がい者福祉の充実

基本目標

６ 　信頼と協働による行政経営のまち
　将来にわたり持続可能なまちを支えるため、健全な財政運営と柔軟で戦略的
な行政体制を構築します。町民との対話や参画を大切にし、職員の育成とわか
りやすい情報発信を通じて、町民と信頼でつながる行政経営を実現します。

施 策
6-1　協働のまちづくりの推進
6-2　共生社会の推進
6-3　行政の効率化とＤＸの推進

6-4　健全財政の維持
6-5　広報・広聴活動の充実
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基 本 目 標 施　策

新技術の活用による産業振興と
安定雇用の創出

基本目標１

新しいひとの流れの創出と
故郷への想いの醸成

基本目標２

若い世代の出産・子育ての
希望をかなえる

基本目標３

人と自然が共生し、
安心で快適なまちをつくる

基本目標４

産業振興とデジタル技術の活用施策１

新しい働き方と創業の支援施策２

地域活性化と関係人口創出施策１

「帰ってきたくなるまち」プロモーションの強化施策２

ふるさと納税による持続可能な関係人口の確保施策３

出産・育児・教育の一貫支援施策１

保育施設・学童保育の拡充施策２

教育環境の充実施策３

脱炭素社会の推進施策１

防災・減災の強化施策２

施策３

移住促進事業  施策４

公共交通と交通インフラの再整備

第３期御代田町総合戦略
総合戦略って何だろう？

▶ 御代田町における人口減少対策・地方創生を総合的かつ計画的に推進するた
めの計画です。

次の４つの基本目標、12施策を定め、人口減少対策・地方創生に取り組みます。

第６次 御代田町長期振興計画　概要版第３期 御代田町総合戦略
発　行／御代田町
　　　 〒 389-0292 長野県北佐久郡御代田町大字馬瀬口 1794番地 6
　　 　TEL　0267-32-3111（代）　FAX　0267-32-3929
編　集／御代田町 企画財政課
発行日／令和８年３月

計画全文は町ホームページに
掲載しています。

● ‌�長期振興計画は町政全般を推進する計画であるのに対し、総合戦略は人口減少対策や地方創生に特化した
計画です。

● ‌�第３期御代田町総合戦略は、令和８年度から令和 12年度までの５年間の計画です。

第 3期御代田町総合戦略　概要版


